令和3年度モニタリング評価実施による改善のための対応方針
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	〇今年度よりZoomでの相談を受け付けているが実績がないため、様々な手法での周知に努めること。


〇アンケートの母数を増やすための効果的な手法の検討や、単純集計のみで終わらないようアンケート内容の精査を行うこと。
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○講習会受講者の受講後３カ月に送付するアンケート回収率が悪いため、講習会最終日に説明後、アンケート協力同意書をとり、それを添えてアンケートを送付する。
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	３．利用者の増加やサービスの向上を図るための具体的手法・効果
	〇相談においては、１つのツールだけではなく、様々なツールを組み合わせる等、相談方法の選択肢を増やしていくこと。
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